
『
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
』
（
患
萱
§
ミ
ミ
§
胃
《
§
ミ
ｓ
）
は
無
着
造
と
い
わ
れ
、
初
期
唯
識
思
想
と
阿
毘
達
磨
思
想
と
の
接
点
に
立
つ
諭
書

と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
漢
訳
と
チ
》
ヘ
ッ
ト
訳
の
み
で
あ
っ
た
た
め
、
研
究
が
中
々
進
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

①
・

近
年
、
ラ
ー
フ
ラ
・
サ
ー
ン
ク
リ
ト
ャ
ー
ャ
ナ
が
チ
ベ
ッ
ト
寺
院
で
見
つ
け
た
貝
葉
の
断
片
を
写
真
版
に
し
て
持
ち
帰
り
、
そ
れ
を
ゴ

②

１
カ
レ
博
士
が
論
文
の
中
で
発
表
し
、
更
に
プ
ラ
ダ
ン
氏
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
欠
落
し
て
い
る
部
分
を
還
元
梵
語
に
よ
っ
て
補
っ
て
出

③

版
し
た
の
で
、
こ
の
『
阿
毘
達
磨
集
論
』
が
一
躍
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。

④

更
に
最
近
、
タ
テ
ィ
ャ
博
士
が
患
萱
量
ミ
ミ
ｓ
自
営
§
。
ミ
Ｓ
‐
惠
魯
旨
を
出
版
さ
れ
た
の
で
、
今
迄
、
シ
ｇ
昼
冨
周
日
閉
凹
目
月
８
旨
の

本
文
だ
け
で
は
、
ど
う
し
て
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
や
解
釈
の
仕
方
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
し
た
部
分
も
少
な
く

⑤

な
く
、
こ
の
『
阿
毘
達
磨
集
論
』
（
昏
三
号
肖
日
儲
騨
日
屋
。
。
騨
冨
）
の
研
究
が
急
速
に
注
目
さ
れ
出
し
、
そ
の
研
究
も
進
展
し
つ
つ
あ
る
と
い

っ
て
も
よ
い
と
田
噌
『
ノ
。

『
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
』
と
初
期
唯
識
論
耆

と
の
先
後
に
つ
い
て

’
十
二
有
支
と
三
雑
染
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
Ｉ

は
じ
め
に

舟

Y一‐

僑

尚
哉
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さ
て
、
こ
の
『
阿
毘
達
磨
集
論
』
の
著
者
は
、
『
摂
大
乗
論
』
の
著
者
で
あ
る
無
着
と
同
一
人
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
『
集

論
』
は
無
着
（
勝
自
彊
）
の
唯
識
思
想
の
体
系
の
綱
格
が
大
体
完
成
す
る
と
考
え
ら
れ
る
『
摂
大
乗
論
」
よ
り
は
、
成
立
が
早
い
と
い
う

の
が
一
般
的
な
考
え
方
で
あ
り
、
私
自
身
も
最
近
ま
で
漠
然
と
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
。

ま
た
最
近
、
タ
テ
ィ
ャ
本
の
出
版
に
深
く
か
か
わ
り
、
貢
献
さ
れ
た
篠
田
正
成
氏
は
、
「
無
着
が
集
論
を
書
き
、
無
着
の
弟
子
獅
子
覚

⑥

が
集
論
釈
を
作
り
、
そ
の
後
に
無
着
が
摂
大
乗
論
を
言
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
論
文
を
発
表
さ
れ
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
、
「
初

期
唯
識
派
の
修
行
道
が
解
深
密
経
、
聡
伽
師
地
論
か
ら
集
論
、
集
論
釈
へ
、
そ
し
て
摂
大
乗
論
、
更
に
中
辺
分
別
論
釈
、
大
乗
荘
厳
経
論
、

⑦

唯
識
三
十
頌
へ
と
発
展
し
て
行
っ
た
」
と
い
う
過
程
を
論
証
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
篠
田
正
成
氏
の
、
ご
く
最
近
の
論
文
で
は
、
三
十
七
菩
提
分
法
に
つ
い
て
、

⑧

「
集
論
・
集
論
釈
か
ら
中
辺
分
別
論
を
へ
て
、
大
乗
荘
厳
経
論
へ
と
発
展
し
、
摂
大
乗
論
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
」

と
い
っ
て
、
集
論
・
集
論
釈
が
中
辺
分
別
論
や
大
乗
荘
厳
経
論
に
先
行
す
る
思
想
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
お
ら
れ
る
。

と
い
一

れ
る
。こ

の
よ
う
に
『
集
論
』
が
『
摂
大
乗
論
』
に
先
行
す
る
と
い
う
考
え
方
は
一
般
的
な
考
え
で
あ
り
、
勝
呂
博
士
は
そ
の
他
の
個
所
で
も
、

⑩

「
『
集
論
』
が
『
摂
大
乗
諭
』
以
前
の
成
立
で
あ
る
こ
と
」
を
前
提
と
し
て
論
を
進
め
て
お
ら
れ
、
ま
た
他
の
個
所
で
は
、
「
『
摂
大
乗
論
』

⑪

が
『
集
論
』
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
て
、
こ
の
逆
の
関
係
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
断
定
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
は
た
し

て
『
阿
毘
達
磨
集
論
』
は
、
「
摂
大
乗
論
』
に
先
立
っ
て
早
く
成
立
し
て
い
た
論
と
言
い
切
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
従
来
の
考
え
方

し
か
し
勝
呂
信
静
博
士
は
、

弓
集
論
』
は
『
摂
大
乗
論
』
以
前
の
著
作
で
あ
っ
て
、
無
着
の
著
作
活
動
と
し
て
は
『
荘
厳
経
論
』
か
ら
『
摂
大
乗
論
』
に
至
る
中

⑨

間
に
位
す
る
と
見
る
の
で
あ
る
」

っ
て
、
『
荘
厳
経
論
』
の
後
に
『
集
論
』
を
置
か
れ
、
『
荘
厳
経
論
』
↓
『
集
論
』
↓
『
摂
大
乗
論
」
の
順
序
で
成
立
し
た
と
考
え
て
お
ら
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⑬

「
三
分
者
。
謂
煩
悩
業
事
。
無
明
愛
取
是
煩
悩
。
行
有
是
業
。
余
支
是
事
」
（
大
正
二
七
、
一
二
二
ｂ
）

と
あ
る
よ
う
に
、
比
較
的
早
い
時
代
か
ら
無
明
、
愛
、
取
は
煩
悩
〔
雑
染
〕
に
、
行
、
有
は
業
〔
雑
染
〕
に
、
そ
の
他
は
事
、
す
な
わ
ち

生
雑
染
に
相
当
す
る
こ
と
が
定
ま
っ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

こ
の
考
え
方
は
法
勝
造
の
『
阿
毘
曇
心
論
』
巻
四
に
も
継
承
さ
れ
、

「
諾
煩
悩
及
業
有
体
漸
漸
生

⑭

是
名
説
二
有
枝
一
衆
生
一
切
生

⑮
⑭

於
レ
中
煩
悩
是
無
明
愛
取
。
名
説
し
業
者
。
行
及
有
。
名
説
し
体
者
。
余
枝
是
一
切
衆
生
漸
漸
生
依
レ
体
立
二
煩
悩
印
煩
悩
所
二
作
業
一

と
い
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
に

こ
の
考
え
方
は
仏
教
に
お
い
て
相
叩

「
或
煩
悩
業
及
事
為
し
三
。
無

と
あ
り
、
同
じ
く
巻
二
十
四
に
も
、

十
二
支
縁
起
で
い
う
と
こ
ろ
の
無
明
、
行
、
識
、
名
色
、
六
処
、
触
、
受
、
愛
、
取
、
有
、
生
、
老
死
の
十
二
支
は
、
三
雑
染
す
な
わ

ち
煩
悩
雑
染
、
業
雑
染
、
生
雑
染
と
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
か
と
い
え
ば
、

「
十
二
支
の
中
で
、
無
明
と
愛
と
取
は
惑
す
な
わ
ち
煩
悩
で
あ
る
と
さ
れ
、
行
と
有
は
業
に
属
す
る
と
さ
れ
る
。
残
り
の
識
、
名
色
、

⑫

六
処
、
触
、
受
と
生
、
老
死
の
七
支
は
業
果
と
し
て
の
苦
で
あ
る
」

と
い
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
十
二
支
を
惑
、
業
、
苦
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
煩
悩
雑
染
、
業
雑
染
、
生
雑
染
に
分
け
る
の
で
あ
る
。

こ
の
考
え
方
は
仏
教
に
お
い
て
相
当
早
く
か
ら
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
「
大
毘
婆
沙
論
』
巻
二
十
四
に
は
次
の
如
く
説
か
れ
て
い
る
。

「
或
煩
悩
業
及
事
為
し
三
。
無
明
愛
取
説
名
二
煩
悩
圭
行
有
是
業
。
余
支
是
事
」
（
大
正
二
七
、
一
二
二
ａ
）

が
は
た
し
て
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
、
非
常
に
疑
問
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
こ
こ
に
資
料
を
提
示
し
て
私
の
考
え
を
述
べ
、
皆
様
方
の
御

批
判
を
仰
ぎ
た
い
と
思
う
。

一
十
二
有
支
と
三
雑
染
と
の
相
摂
関
係

司 庁

」イ



業
所
二
作
体
元
是
故
十
二
種
分
別
」
（
大
正
二
八
、
八
三
ハ
ｃ
）

と
説
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
法
勝
論
、
優
波
扇
多
釈
の
『
阿
毘
曇
心
論
経
』
巻
五
に
も
、

「
諸
煩
悩
及
業
有
事
次
第
生

当
知
是
有
支
衆
生
一
切
生

無
明
愛
取
是
煩
悩
。
行
及
有
是
業
。
余
支
是
事
」
（
大
正
二
八
、
八
六
○
ｂ
）

と
あ
る
し
、
ま
た
法
救
造
の
『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
巻
八
に
も
、

「
三
有
支
煩
悩
二
業
事
則
七

七
名
前
有
支
五
則
説
後
分

⑯

三
有
支
煩
悩
、
二
業
、
事
則
七
者
。
謂
無
明
愛
及
取
三
有
支
。
是
煩
悩
。
行
及
有
二
支
是
業
。
余
支
説
事
」

と
あ
り
、
煩
悩
〔
雑
染
〕
、
業
〔
雑
染
〕
、
事
（
生
雑
染
）
と
十
二
有
支
と
の
相
摂
関
係
は
全
く
一
致
し
て
い
る
。

「
三
煩
悩
二
業
七
事
亦
名
し
果

略
レ
果
及
略
し
因
由
し
中
可
レ
比
レ
ニ

論
日
。
無
明
愛
取
煩
悩
為
し
性
。
行
及
有
支
以
レ
業
為
し
性
。
余
識
等
七
以
レ
事
為
し
性
」
（
大
正
二
九
、
四
九
ａ
）

と
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
阿
毘
達
磨
仏
教
で
は
無
明
、
愛
、
取
が
煩
悩
雑
染
に
、
行
、
有
が
業
雑
染
に
、
そ
の
他
の
七
支
が
事
す
な
わ

ち
生
雑
染
に
相
当
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
次
に
大
乗
仏
教
の
聡
伽
唯
識
派
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
『
職
伽
論
』
巻
五
十
六
に
は
次
の
如
く
説
か
れ
て
い
る
。

「
十
二
支
中
。
二
業
所
摂
。
謂
行
及
有
。
三
煩
悩
摂
。
謂
無
明
愛
取
。
当
し
知
所
余
皆
事
所
摂
」
（
大
正
三
○
、
六
一
二
ｂ
）

こ
の
『
職
伽
論
』
に
お
い
て
も
、
阿
毘
達
磨
の
分
類
と
同
じ
よ
う
に
、
無
明
、
愛
、
取
を
煩
悩
〔
雑
染
〕
に
、
行
、
有
を
業
〔
雑
染
〕

子
電
Ｊ
ｂ
、

（
大
正
二
八
、
九
三
五
Ｃ
）⑰

ま
た
『
倶
舎
論
』
巻
九
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と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
「
無
明
」
と
「
愛
」
と
「
取
」
と
が
煩
悩
雑
染
に
摂
せ
ら
れ
、
「
行
」
と
「
識
」
と
「
有
」
と
が
業
雑
染

に
摂
せ
ら
れ
、
そ
の
余
の
七
支
が
生
雑
染
に
摂
せ
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
識
」
が
生
雑
染
で
は
な
く
、
業
雑
染

巻
二
に
は
、

に
、
そ
の
余
の
七
支
を
事
、
す
な
わ
ち
生
雑
染
と
し
て
い
る
。

聡
伽
行
派
の
論
書
と
し
て
は
『
中
辺
分
別
論
』
相
品
に
も
、

「
そ
れ
な
る
、
こ
の
〔
十
二
支
縁
起
〕
は
、

『
三
種
、
二
種
、
お
よ
び
七
種
の
雑
染
〔
の
存
在
〕
で
あ
る
。
虚
妄
分
別
の
故
に
』
（
相
品
第
十
一
偶
ｃ
ｌ
ｄ
）

三
種
の
雑
染
と
は
、
け
煩
悩
雑
染
と
。
業
雑
染
と
匂
生
雑
染
と
で
あ
る
。
そ
の
中
、
日
煩
悩
雑
染
と
は
無
明
と
愛
と
取
と
で
あ
る
。

⑱

。
業
雑
染
と
は
〔
諸
〕
行
と
有
と
で
あ
る
。
日
生
雑
染
と
は
そ
の
余
の
〔
七
〕
支
で
あ
る
」

「
三
二
七
雑
染
由
一
虚
妄
分
別
一

三
雑
染
者
一
煩
悩
雑
染
謂
無
明
愛
取
。
二
業
雑
染
謂
行
有
、
三
生
雑
染
謂
余
支
」
（
大
正
三
一
、
四
六
五
ｂ
）
‐

と
あ
っ
て
、
十
二
有
支
と
三
雑
染
と
の
相
摂
関
係
は
従
来
の
説
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
考
え
方
は
阿
毘
達
磨
論
耆
や
琉
伽
行
派
の
論

害
に
共
通
の
説
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
る
に
こ
の
『
阿
毘
達
磨
集
論
』
だ
け
は
、
十
二
有
支
と
三
雑
染
と
の
相
摂
関
係
が
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
阿
毘
達
磨
集
論
』

正
三
一
、
六
七
一
ａ
）

「
支
分
が
雑
染
に
摂
せ
ら
れ
る
と
い
う
点
か
ら
と
は
如
何
に
し
て
か
。
無
明
な
る
も
の
、
愛
な
る
も
の
、
取
な
る
も
の
と
い
う
、
こ

⑲
⑳
：
．
…

れ
ら
は
〔
煩
悩
〕
雑
染
に
摂
せ
ら
れ
る
。
諸
行
な
る
も
の
、
識
な
る
も
の
、
有
な
る
も
の
と
い
う
、
こ
れ
ら
は
業
雑
染
に
摂
せ
ら
れ

‐
：
：
⑳
⑳

る
。
そ
の
余
の
も
の
は
生
雑
染
に
摂
せ
ら
れ
る
」

「
何
等
支
雑
染
摂
故
。
謂
若
無
明
若
愛
若
取
。
是
煩
悩
雑
染
所
摂
。
若
行
若
識
若
有
。
是
業
雑
染
所
摂
。
余
是
生
雑
染
所
摂
」
（
大
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⑳

前
述
の
如
く
『
大
毘
婆
沙
論
』
に
お
い
て
、
十
二
有
支
と
三
雑
染
と
の
関
係
を
明
確
に
し
て
い
る
の
は
巻
二
十
四
で
あ
る
が
、
そ
の
直

前
の
巻
二
十
三
に
は
三
世
両
重
の
因
果
が
説
か
れ
て
い
る
。

「
十
二
有
支
皆
具
二
五
瀧
一
時
分
各
異
。
施
設
論
説
。
云
何
無
明
。
謂
過
去
一
切
煩
悩
。
…
…
云
何
行
。
謂
過
去
業
位
。
云
何
識
。
謂

続
生
心
及
彼
助
伴
。
云
何
名
色
。
謂
結
生
已
未
し
起
二
眼
等
四
種
色
根
元
六
処
未
満
中
間
五
位
。
謂
掲
刺
藍
。
頻
部
曇
。
閉
戸
。
健
南
。

鉢
羅
著
怯
。
是
名
色
位
。
云
何
六
処
。
謂
已
起
二
四
色
根
一
六
処
已
満
即
鉢
羅
著
怯
位
。
・
・
・
．
：
云
何
触
。
謂
眼
等
根
。
雌
三
能
与
レ
触

作
二
所
依
止
一
而
未
レ
了
二
知
苦
楽
差
別
下
…
・
・
云
何
受
。
謂
能
別
二
苦
楽
手
…
・
・
云
何
愛
。
謂
雌
三
已
起
二
食
愛
婬
愛
及
盗
具
愛
手
：
．
：
云

何
取
。
謂
由
二
三
愛
一
四
方
追
求
。
…
…
云
何
有
。
謂
追
求
時
亦
為
二
後
有
一
起
二
善
悪
業
記
是
有
位
。
云
何
生
。
謂
即
現
在
識
位
。
在
二

未
来
時
一
名
二
生
位
ゴ
云
何
老
死
。
謂
即
現
在
名
色
六
処
触
受
位
。
在
二
未
来
時
一
名
二
老
死
位
こ
（
大
正
二
七
、
二
九
ａ
）

六
処
、
触
、
受
と
生
、
老
死
（

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
無
明
、
愛
、

体
ど
こ
か
ら
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

に
摂
せ
ら
れ
て
い
る
点
が
従
来
の
説
と
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

で
は
何
故
こ
の
よ
う
な
相
違
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
解
明
す
る
た
め
に
、
十
二
有
支
と
三
雑
染
と
に
関
す
る
従
来
の

説
が
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
い
て
定
型
化
し
て
い
っ
た
か
を
考
察
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

未
来
時
一
名
二
生
位
ご
云
何
杉

そ
の
直
前
の
巻
二
十
三
に
も
、

「
謂
若
過
去
起
二
無
明
行
一

「
十
二
支
の
中
で
、
無
明
と
愛
と
取
は
惑
す
な
わ
ち
煩
悩
で
あ
る
と
さ
れ
、
行
と
有
は
業
に
属
す
る
と
さ
れ
る
。
残
り
の
識
、
名
色
、

⑫

ハ
処
、
触
、
受
と
生
、
老
死
の
七
支
は
業
果
と
し
て
の
苦
で
あ
る
」

〉
れ
る
よ
う
に
、
無
明
、
愛
、
取
を
煩
悩
雑
染
に
、
行
、
有
を
業
雑
染
に
、
そ
の
他
を
生
雑
染
に
配
当
す
る
よ
う
な
考
え
方
は
、
一

二
三
世
両
重
の
因
果
と
三
雑
染

引
。
得
現
在
識
名
色
六
処
触
受
一
復
於
二
現
在
一
起
二
愛
取
有
元
引
。
得
未
来
生
老
死
一
者
。
是
此
所
説
一
補
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こ
の
こ
と
は
無
明
と
行
と
の
過
去
の
二
因
に
よ
っ
て
、
識
、
名
色
、
六
処
、
触
、
受
の
現
在
の
五
果
が
得
ら
れ
、
愛
、
取
、
有
の
現
在

の
三
因
に
よ
っ
て
生
、
老
死
の
未
来
の
二
果
が
得
ら
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
三
世
両
重
の
因
果
」
へ
と
定
型
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
と

関
連
し
、
い
ま
こ
こ
の
所
説
は
十
二
有
支
と
三
雑
染
と
の
相
摂
関
係
と
全
く
一
致
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
三
世
両
重
の
因
果
で
は
一
般
に
「
無
明
」
「
愛
」
「
取
」
は
縁
（
間
接
原
因
）
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
煩
悩
雑
染

に
相
当
す
る
。
そ
し
て
「
行
」
「
有
」
は
因
（
直
接
原
因
）
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
業
雑
染
に
相
当
す
る
。
こ
れ
ら
の
因
と
縁
と

に
よ
っ
て
識
、
名
色
、
六
処
、
触
、
受
の
、
現
在
の
五
果
と
、
生
、
老
死
の
未
来
の
二
果
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
は
業
果

と
し
て
の
苦
の
存
在
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
果
と
し
て
の
生
雑
染
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
「
識
」
は
現
在
の
五

果
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
生
雑
染
で
あ
っ
て
、
決
し
て
業
雑
染
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

⑭

ま
た
『
聡
伽
論
』
で
も
、
前
述
の
巻
五
十
六
の
「
十
二
支
中
。
二
業
所
摂
。
謂
行
及
有
。
三
煩
悩
摂
。
謂
無
明
愛
取
。
当
し
知
所
余
皆

事
所
摂
」
（
大
正
三
○
、
六
一
二
ｂ
）
に
続
い
て
の
所
説
は
、

「
又
二
業
中
。
初
是
引
業
所
摂
。
謂
行
。
後
是
生
業
所
摂
。
謂
有
。
三
煩
悩
中
、
一
能
発
到
起
引
業
一
謂
無
明
。
二
能
発
二
起
生
業
一

謂
愛
取
。
余
事
所
摂
支
中
。
二
是
未
来
苦
支
所
摂
。
謂
生
老
死
。
五
是
未
来
苦
因
所
摂
。
謂
現
法
中
従
二
行
縁
し
識
乃
至
触
縁
Ｐ
受
。

又
即
五
支
亦
是
現
在
苦
支
所
摂
。
由
二
先
世
因
一
今
得
二
生
起
記
果
異
熟
摂
。
謂
識
名
色
六
処
触
受
。
又
現
在
果
所
摂
五
支
。
及
未

来
果
所
摂
二
支
。
総
名
二
果
所
摂
縁
起
一
当
し
知
余
支
是
因
所
摂
縁
起
」
（
大
正
三
○
、
六
一
二
ｂ
）

と
あ
っ
て
、
こ
こ
に
も
三
世
両
重
の
因
果
を
十
分
意
識
し
た
所
説
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
（
引
業
所
摂
と
引
業
発
起
の
無
明
と
行
に

よ
っ
て
）
現
在
の
苦
支
所
摂
の
識
、
名
色
、
六
処
、
触
、
受
の
五
支
が
説
か
れ
、
（
生
業
所
摂
と
生
業
発
起
の
愛
と
取
と
有
に
よ
っ
て
）

未
来
苦
支
所
摂
の
生
、
老
北
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

特
伽
羅
」
（
大

と
説
か
れ
て
い
る
。 （

大
正
二
七
、
一
一
七
ａ
）
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と
あ
っ
て
、
「
無
明
」
「
愛
」
「
取
」
が
煩
悩
雑
染
に
、
「
行
」
「
識
」
「
有
」
が
業
雑
染
に
、
そ
の
余
の
も
の
が
生
雑
染
に
摂
せ
ら
れ
て
い
る
。

⑳

こ
の
こ
と
は
漢
訳
や
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
訳
の
上
で
も
同
じ
よ
う
に
説
か
れ
て
お
り
、
漢
訳
で
は
、

「
何
等
支
雑
染
摂
故
。
謂
若
無
明
若
愛
若
取
。
是
煩
悩
雑
染
所
摂
。
若
行
若
識
若
有
。
是
業
雑
染
所
摂
。
余
是
生
雑
染
所
摂
」
（
大

三
『
阿
毘
達
磨
集
論
』
の
「
識
」
は
何
故
業
雑
染
な
の
か
？

⑮

と
こ
ろ
が
『
阿
毘
達
磨
集
論
』
だ
け
は
、
前
述
の
如
く
十
二
有
支
の
「
識
」
を
業
雑
染
所
摂
の
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
阿
毘
達
磨

諭
書
や
唯
識
諭
書
の
所
説
が
「
識
」
を
生
雑
染
（
苦
）
と
し
て
い
た
こ
と
と
大
い
に
異
な
る
。
こ
の
相
違
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
こ
で
『
集
論
』
の
所
説
を
、
も
う
一
度
検
討
し
て
み
よ
う
。
『
集
論
』
巻
二
に
は
、

「
支
分
が
雑
染
に
摂
せ
ら
れ
る
と
い
う
点
か
ら
と
は
如
何
に
し
て
か
。
無
明
な
る
も
の
、
愛
な
る
も
の
、
取
な
る
も
の
と
い
う
、
こ

⑳
⑳
…
…

れ
ら
は
〔
煩
悩
〕
雑
染
に
摂
せ
ら
れ
る
。
諸
行
な
る
も
の
、
識
な
る
も
の
、
有
な
る
も
の
と
い
う
、
こ
れ
ら
は
業
雑
染
に
摂
せ
ら

」
こ
の
よ
う
に
十
二
有
支
と
三
雑
染
と
の
相
摂
関
係
は
、
三
世
両
重
の
因
果
と
関
連
し
て
い
る
た
め
、

「
無
明
と
行
と
の
過
去
の
二
因
に
よ
っ
て
、
識
、
名
色
、
六
処
、
触
、
受
の
現
在
の
五
果
が
得
ら
れ
、
愛
、
取
、
有
の
現
在
の
三
因

に
よ
っ
て
、
生
、
老
死
の
未
来
の
二
果
が
得
ら
れ
る
」

と
い
う
考
え
で
十
二
有
支
を
分
類
す
る
た
め
、
無
明
、
行
、
愛
、
取
、
有
は
因
ま
た
は
縁
と
な
り
、
識
、
名
色
、
六
処
、
触
、
受
と
生
、

老
死
は
果
と
し
て
の
苦
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
行
と
有
は
業
雑
染
で
あ
り
、
無
明
と
愛
と
取
は
煩
悩
雑
染
で
あ
り
、
そ
の
他

の
も
の
は
生
雑
染
で
あ
る
。
従
っ
て
「
識
」
は
果
と
し
て
の
苦
で
あ
り
、
惑
、
業
、
苦
の
中
で
、
苦
す
な
わ
ち
生
雑
染
で
あ
っ
て
、
決
し

て
業
雑
染
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

正
三
一
、
六
七
一
ａ
）

…
⑳
⑳

れ
る
」

有
の
現
在
の
三
因
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出
目
屋
。
。
身
平
国
風
塑
國
を
見
る
と
、

屯

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
梵
・
蔵
・
漢
と
も
に
明
ら
か
に
「
識
」
は
業
雑
染
に
摂
せ
ら
れ
て
い
る
。

で
は
何
故
、
今
ま
で
生
雑
染
に
摂
せ
ら
れ
て
い
た
十
二
有
支
の
「
識
」
が
、
『
集
論
』
で
は
業
雑
染
に
摂
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
解
明
す
る
た
め
に
『
集
論
』
の
註
釈
書
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
「
集
諭
』
の
註
釈
害
シ
ウ
目
目
閏
目
煙
‐

⑳

「
識
は
業
雑
染
に
摂
せ
ら
れ
る
。
識
の
支
分
が
〔
諸
〕
行
の
習
気
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
」

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
『
集
論
』
の
註
釈
害
で
あ
る
〕
旨
僖
具
国
（
最
勝
子
）
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
は
、

§
「
無
明
な
る
も
の
、
愛
な
る
も
の
、
取
な
る
も
の
、
こ
れ
ら
は
煩
悩
雑
染
に
摂
せ
ら
れ
る
。
行
な
る
も
の
、
識
な
る
も
の
、
有
な
る

も
の
、
こ
れ
ら
は
業
雑
染
に
摂
せ
ら
れ
る
。
識
が
業
雑
染
に
摂
せ
ら
れ
る
と
は
、
識
の
支
分
が
行
の
習
気
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ

⑪

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
余
の
も
の
は
生
雑
染
に
摂
せ
ら
れ
る
」

と
あ
る
が
、
「
識
」
を
業
雑
染
に
摂
す
る
理
由
は
、

「
行
の
習
気
（
の
四
日
の
圃
国
ぐ
儲
四
目
）
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
（
胃
：
扇
ぐ
岸
鴬
ぐ
。
）
」

と
あ
る
の
み
で
詳
し
い
説
明
が
な
い
。

⑫
：
：
．
．

「
無
着
は
識
支
を
一
切
種
子
識
（
種
子
）
と
し
て
業
雑
染
と
考
え
た
と
言
え
る
」
と
い
わ
れ
、
ま
た
「
成
唯
識
論
』
の
中
に
も
Ⅲ
「
有

、
、

…
…
⑫

る
処
に
識
も
業
に
摂
め
ら
る
と
説
け
る
は
、
彼
は
業
種
を
説
い
て
識
支
と
為
す
が
故
な
り
」

と
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
武
内
先
生
の
御
指
摘
は
ま
こ
と
に
重
要
で
あ
り
、
十
二
有
支
の
中
の
「
識
」
を
、
従
来
は
苦
と
し
て

の
生
雑
染
と
し
て
い
た
の
に
、
業
雑
染
の
も
の
と
考
え
よ
う
と
す
る
『
集
論
』
の
立
場
を
ま
こ
と
に
よ
く
表
わ
し
て
い
る
。

従
っ
て
従
来
、
「
識
」
は
三
世
両
重
の
因
果
と
の
関
連
で
生
雑
染
と
し
て
の
苦
に
摂
せ
ら
れ
て
い
た
の
に
、
「
識
」
を
「
一
切
種
子
識
」

こ
の
言
阿
田

え
方
が
あ
り
、

『
阿
毘
達
磨
集
論
』
の
よ
う
な
考
え
方
に
つ
い
て
武
内
紹
晃
先
生
は
『
摂
大
乗
論
』
の
記
述
の
中
に
、
「
識
」
を
業
雑
染
と
す
る
考

9q
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と
註
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
説
か
れ
る
能
引
の
支
で
あ
る
無
明
と
行
と
識
と
、
能
生
の
支
で
あ
る
愛
と
取
と
有
と
が
、
煩
悩
雑
染
と
業

雑
染
に
摂
せ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
集
論
』
で
は
無
明
と
愛
と
取
と
が
煩
悩
雑
染
で
あ
り
、
行
と
識
と
有
と
が
業
雑
染
で
あ
る
。
従
っ

て
こ
こ
に
説
か
れ
て
い
る
能
引
の
支
と
能
生
の
支
は
、
煩
悩
雑
染
で
あ
る
か
業
雑
染
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

し
か
る
に
分
別
縁
起
初
勝
法
門
経
巻
上
に
は
、

「
諸
引
縁
起
。
諸
生
縁
起
有
二
十
二
分
売
於
二
諸
分
中
元
幾
是
能
引
。
幾
所
引
。
幾
是
能
生
。
幾
是
所
生
。
世
尊
告
日
。
応
し
知
於
二
此

卜
ト
ト
卜

十
二
分
中
毛
無
明
与
行
及
識
一
分
。
名
為
二
能
引
記
復
有
二
一
分
識
及
名
色
六
処
触
受
記
名
為
二
所
引
和
復
有
二
一
分
受
愛
取
有
記
名
為
二

卜
ト
ト
モ

能
生
誼
生
及
老
死
名
為
一
一
所
生
元
応
知
一
分
名
色
六
処
及
与
触
受
。
亦
名
二
所
生
こ
（
大
正
一
六
、
八
四
○
ｂ
）

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
経
は
玄
美
訳
に
よ
る
上
下
二
巻
の
短
か
い
経
典
で
あ
る
が
、
い
つ
頃
の
成
立
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
（
多
分
『
集

と
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
も
っ
と
積
極
的
に
業
果
を
生
ず
る
種
子
識
と
解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
「
識
」
が
業
雑
染
に
摂
せ
ら
れ
型

と
の
四
支
に
分
類
し
て
い
る
。

ル
ー

、

る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
『
集
論
』
（
シ
ｇ
昌
一
胃
ョ
”
め
四
目
二
。
。
沙
冒
）
で
は
、
こ
の
記
述
の
直
前
に
無
明
等
の
十
二
支
を
能
引
支
と
所
引
支
と
能
生
支
と
所
生
支

「
支
分
を
要
略
す
る
点
か
ら
と
は
如
何
ん
。
日
能
引
の
支
と
。
所
引
の
支
と
日
能
生
の
支
と
四
所
生
の
支
と
で
あ
る
。
㈲
能
引
の
支

と
は
何
か
。
無
明
と
行
と
識
と
で
あ
る
。
○
所
引
の
支
と
は
何
か
。
名
色
と
六
処
と
触
と
受
と
で
あ
る
。
日
能
生
の
支
と
は
何
か
。

⑬

愛
と
取
と
有
と
で
あ
る
。
⑧
所
生
の
支
と
は
何
か
。
生
と
老
死
と
で
あ
る
」

こ
こ
で
は
能
引
の
支
に
「
無
明
と
行
と
識
」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
そ
こ
で
鈩
匡
〕
菖
冒
周
９
画
出
目
口
８
昌
騨
‐
ｇ
勝
冒
を
見
る

⑭

重
習
す
る
為
め
で
あ
る
」

「
能
引
の
支
は
無
明
と
行
と
識
と
で
あ
る
。
未
来
の
生
を
生
起
す
る
た
め
に
、
諸
の
諦
に
無
智
を
先
と
す
る
業
〔
の
習
気
〕
が
心
に



論
』
よ
り
後
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
）
し
か
し
こ
こ
に
無
明
と
行
と
識
の
一
分
が
能
引
で
あ
り
、
一
分
の
受
と
愛
と
取
と
有
と
が
能
生
で
あ
る

と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
そ
し
て
一
分
の
識
と
名
色
と
六
処
と
触
と
受
と
を
所
引
と
し
て
い
る
か
ら
、
一
分
の
識
を
業
雑

染
に
、
一
分
の
識
を
生
雑
染
に
と
分
け
て
解
釈
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
も
っ
と
も
こ
こ
に
は
一
分
の
受
と
か
、
一
分
の
名
色
と
い
う

語
も
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
も
後
に
は
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
経
典
自
体
、
そ
ん
な
に
早
い
も
の

と
も
思
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
「
識
‐
一
が
業
雑
染
に
摂
せ
ら
れ
る
と
い
う
考
え
は
、
唯
識
思
想
の
中
で
も
種
子
説
が
あ

る
程
度
発
展
し
た
段
階
に
な
っ
て
初
め
て
説
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
従
っ
て
「
集
論
』
の
成
立
は
初
期
唯
識
論
害
よ
り
後
の

も
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
た
い
の
で
あ
る
。

①
『
阿
毘
達
磨
集
論
』
と
『
琉
伽
論
』
・
『
中
辺
分
別
論
』
と
の
先
後

⑮

『
阿
毘
達
磨
集
論
』
に
は
二
十
能
作
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
二
十
能
作
の
項
目
の
前
半
の
十
項
目
（
第
一
能
作
’
第
十
能
作
）
は

『
中
辺
分
別
論
』
障
品
の
記
述
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
後
半
の
十
項
目
（
第
十
一
能
作
’
第
二
十
能
作
）
は
『
験
伽
論
』
巻
五
や
『
顕
揚
聖
教

⑳

論
』
巻
十
八
の
記
述
と
殆
ん
ど
一
致
し
て
い
る
。

さ
て
『
集
論
』
の
所
説
が
『
玲
伽
論
』
に
多
く
依
っ
て
い
る
こ
と
は
、
シ
ｇ
目
〕
胃
日
騨
協
目
匡
８
畠
煙
台
目
遇
Ｐ
に
「
摂
決
択
分
に
説
く

⑰
⑱

が
如
し
」
と
か
、
「
声
聞
地
よ
り
後
の
琉
伽
処
の
如
し
」
と
か
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
二
論
証
し

な
く
て
も
一
般
に
、
『
集
論
』
は
『
験
伽
論
』
よ
り
成
立
が
後
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
更
に
『
集
論
』
の
漢
訳
「
十
一
随
説
能

作
」
（
大
正
三
一
、
六
七
一
ｂ
）
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
は
ぐ
苫
く
い
圃
国
‐
圃
国
口
騨
弓
弓
．
爵
Ｐ
目
且
］
§
ご
巴
賦
冒
画
ミ
‐
や
己
と
な
っ
て
い

て
、
「
随
説
能
作
」
と
は
い
い
な
が
ら
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
は
「
随
説
」
で
は
な
く
「
言
説
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
『
職
伽
論
』
で
は
「
随
説
因
」
（
大
正
三
○
、
三
○
一
ｂ
、
五
○
一
ａ
）
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
は
、
画
口
巨
く
胃
ぐ
四
目
３
‐
冨
言
（
駕
．

四
『
阿
毘
達
磨
集
論
』
と
初
期
唯
識
諭
書
と
の
先
後
に
つ
い
て

ワ尽
竺写



や
』
言
恵
．
弓
冒
咽
。
曽
号
目
目
』
際
．
や
君
怠
．
ｇ
呼
号
冒
津
く
号
冒
目
）
と
な
っ
て
い
て
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
と
漢
訳
と
は
一
致
し
て
い

る
が
、
『
集
諭
』
は
一
致
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
集
論
』
が
『
琉
伽
論
』
よ
り
、
こ
の
「
随
説
因
」
を
「
随
説
能
作
」

と
し
て
採
用
す
る
と
き
に
、
ｐ
ロ
ロ
ご
着
く
農
胃
四
を
ぐ
富
く
農
胃
色
と
誤
写
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
『
集
論
』
が
『
験
伽
論
』
よ

り
後
の
成
立
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
一
資
料
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
に
『
集
論
』
と
『
中
辺
分
別
論
」
と
の
先
後
で
あ
る
が
、
『
集
論
』
の
二
十
能
作
の
内
、
後
半
の
第
十
一
能
作
’
第
二
十
能
作
を
『
琉

伽
論
』
よ
り
引
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
『
集
諭
』
の
所
説
の
中
か
ら
、
前
半
の
十
能
作
だ
け
を
取
り
出
し
て
『
中
辺
分
別
論
』
の
所

説
と
す
る
こ
と
が
、
は
た
し
て
あ
り
う
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
を
私
は
い
だ
く
。
（
勿
論
こ
れ
ら
に
先
行
す
る
経
論
よ
り
両
者
が
そ
れ

ぞ
れ
引
用
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
存
し
て
い
な
い
の
で
今
は
除
外
す
る
。
）
そ
れ
に
『
中
辺
分
別
論
』
で
は
こ
の
十
能
作
（
十
因
）
は

⑲

善
等
の
十
に
関
連
し
て
説
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
順
序
に
は
必
然
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
と
て
も
『
集
論
』
の
前
半
の
十
能
作
だ
け
を
、

そ
っ
く
り
取
り
出
し
て
『
中
辺
分
別
論
』
の
十
能
作
と
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
な
お
「
善
等
の
十
に
対
し
て
」
（
第
三
偶
ｄ
）
の
十
能

作
は
、
世
親
釈
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
か
ら
、
『
集
論
』
は
『
中
辺
分
別
論
』
の
世
親
釈
よ
り
後
の
成
立
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま

た
「
集
論
』
の
十
能
作
の
第
四
冒
煙
圃
箇
‐
回
国
目
と
第
六
ぐ
毎
○
盟
‐
園
３
８
と
は
『
中
辺
分
別
論
』
障
品
の
世
親
釈
を
参
照
し
て
い

⑳

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
資
料
が
あ
る
が
、
す
で
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
『
集
論
』

の
二
十
能
作
は
『
中
辺
分
別
論
』
障
品
の
十
能
作
と
、
『
瑞
伽
論
』
の
十
因
と
を
合
し
た
所
説
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
『
集
論
』
の
成
立
は
『
琉

伽
論
』
や
『
中
辺
分
別
論
』
の
世
親
釈
よ
り
後
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

②
『
阿
毘
達
磨
集
論
』
と
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
と
の
先
後

⑪

以
前
、
私
が
論
じ
た
如
く
、
『
阿
毘
達
磨
集
論
』
と
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
に
は
十
種
分
別
が
説
か
れ
て
い
る
。
勿
論
、
こ
の
教
説
は
『
摂

⑫

大
乗
論
』
に
も
説
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
で
述
、
へ
る
。
『
阿
毘
達
磨
集
論
」
（
彦
巨
呂
自
冒
騨
の
”
目
巨
。
。
葛
四
）
に
は
次
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の
如
く
十
種
分
別
が
説
か
れ
て
い
る
。
（
こ
こ
は
○
○
一
昌
巴
の
本
で
は
欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
梵
文
断
片
は
な
い
が
、
勺
国
呂
営
本

哩３

に
は
還
元
梵
語
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
近
年
、
与
冨
号
肖
目
閉
騨
冒
巨
Ｃ
ｓ
苫
’
９
脚
運
騨
が
出
版
さ
れ
た
の
で
、
こ
こ
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
が

確
定
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
国
且
冨
冒
本
の
還
元
梵
語
と
全
く
一
致
し
て
い
る
。
）

『
集
論
』
の
十
種
分
別
『
荘
厳
経
論
』
（
求
法
品
第
七
十
七
偶
）
の
十
種
分
別

１
号
園
ぐ
ゅ
‐
ぐ
陦
巴
鷺
無
性
分
別
号
ロ
留
色
‐
ぐ
房
巴
君

２
ず
園
く
い
‐
ぐ
時
巴
冨
有
性
分
別
己
圃
ぐ
Ｐ
‐
く
房
皀
冨

３
３
日
閏
。
恩
‐
ぐ
時
巴
冨
増
益
分
別
目
耳
目
○
ｇ
‐
ぐ
房
巴
層

４
色
冒
乱
§
‐
ご
房
巴
冨
扱
減
分
別
§
ゆ
く
且
Ｐ
‐
ぐ
陦
巴
恩

５
①
丙
四
計
ぐ
ゅ
‐
ご
］
丙
画
］
も
Ｐ
①
汽
四
烏
く
ゅ
‐
ぐ
」
丙
④
」
も
四

一
性
分
別

〈
ｂ
己
特
幹
ぽ
ゅ
丙
庁
ぐ
ゆ
ｌ
ぐ
］
丙
四
岸
も
Ｐ
ご
働
口
幽
計
ぐ
Ｐ
ｌ
ぐ
芦
穴
ゆ
胃
も
四

異
性
分
別

７
，
ぐ
号
目
ぐ
ゅ
１
ぐ
房
巴
冒
自
性
分
別
い
く
巴
鳥
の
①
邑
騨
‐
ぐ
時
巴
冨

差
別
分
別
ぐ
賦
①
＄
‐
ぐ
時
巴
冨

■
勺

（
５
ぐ
］
の
①
の
Ｐ
ｌ
ぐ
目
丙
凹
］
む
ゆ

９
冨
昏
目
胃
口
閏
昏
Ｐ
‐
く
房
巴
冨
随
名
義
分
別
制
昏
自
習
口
胃
昔
偲
旧
喝
鵬
呼
く
房
巴
層

加
温
忌
日
号
四
目
日
四
‐
く
時
巳
冒
随
義
名
分
別
冨
昏
胃
昏
ｐ
ｐ
習
目
ｇ
目
ぐ
の
段
‐
ぐ
時
巴
圃

「
集
論
』
と
『
荘
厳
経
論
』
の
十
種
分
別
の
用
語
を
比
較
す
る
と
、
第
三
＄
目
胃
○
闇
‐
ぐ
涛
巴
息
と
且
匂
間
。
恩
‐
ぐ
時
巴
圃
、
第
六

冒
昏
凹
冨
く
ゅ
‐
ぐ
時
巴
冒
と
ご
自
陣
く
ゅ
‐
ぐ
時
巴
冨
、
第
七
ゆ
く
四
国
日
ぐ
ゅ
‐
ぐ
時
巴
冨
と
の
ぐ
巴
巴
陽
画
画
凹
‐
ぐ
房
巴
噌
、
第
九
制
昏
目
閏
鼠
昇
冨
‐

ぐ
房
巴
冒
と
樹
昏
自
習
〕
胃
９
号
冒
昌
ぐ
①
３
‐
ぐ
時
己
冒
、
第
十
葛
昏
倒
言
四
目
日
Ｐ
‐
ぐ
房
巴
冨
と
冨
昏
閏
曽
色
目
目
：
巨
昌
ご
①
３
‐
ぐ
房
己
冒

の
五
項
目
で
用
語
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
、
第
三
の
自
身
胃
○
ｇ
と
第
六
の
鼠
一
］
弾
く
蛍
の
場
合
は
『
荘
厳
経
論
』
の
偶
文
の
シ

⑭

ラ
ブ
ル
な
ど
の
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
の
で
除
外
す
る
。
第
九
と
第
十
は
画
冒
冒
言
①
３
が
加
わ
る
か
ど
う
か
の
違
い
で
あ
る
が
、
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こ
れ
も
偶
文
が
冒
昏
胃
嘗
“
ご
目
酌
冨
目
ぐ
。
３
ｅ
ｌ
Ｅ
ｌ
ｌ
皇
匡
１
ｓ
と
な
っ
て
い
て
、
ご
冒
試
陣
の
形
式
と
合
致
さ
せ
る
た
め
に

は
四
目
目
ぐ
の
＄
が
加
わ
る
必
要
が
あ
る
の
で
除
外
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
『
荘
厳
経
論
』
第
七
の
⑱
ご
Ｐ
‐
と
偶
文
に
あ
る
だ
け
な
の
に
、

⑮

長
行
で
印
『
巴
Ｐ
原
四
目
と
解
し
て
い
る
こ
と
と
、
『
集
論
』
で
は
第
七
２
号
鼠
ぐ
ゅ
と
し
て
い
る
こ
と
と
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

⑯
‐
・
・
…

と
こ
ろ
で
「
荘
厳
経
論
』
で
は
三
性
の
原
語
は
求
法
品
第
三
十
八
偶
、
第
三
十
九
偶
に
冒
尉
時
四
官
冨
厨
房
９
口
、
第
四
十
偶
に
冨
国
‐

苗
日
日
、
冒
置
厨
ゅ
目
、
第
四
十
一
偶
に
恩
境
目
留
凹
ロ
ロ
巴
巴
搦
眉
凹
と
あ
り
、
長
行
で
も
富
国
冨
管
冨
旨
篇
目
Ｐ
冨
国
菌
口
吋
閉
冨

匿
庸
Ｐ
箇
々
冨
国
昌
碧
Ｐ
ｐ
ｐ
巴
鳥
憩
目
な
ど
が
用
い
ら
れ
、
ま
た
一
方
で
は
冨
昌
畠
管
冨
昏
、
ぐ
号
目
ぐ
ゅ
（
ご
〕
冨
目
冨
昌
可
昌
の
ぐ
号
園
ぐ
ゅ
ゞ

中
●

鷺
Ｈ
旨
届
冨
己
ロ
農
い
く
号
目
ぐ
臼
も
用
い
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
『
荘
厳
経
論
』
の
偶
頌
で
は
区
内
箇
箇
が
用
い
ら
れ
、
長
行
で
は
叩
く
号
鼠
く
色

．
：
。
；
⑮

と
伝
爾
四
ｇ
と
の
両
方
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
『
荘
厳
経
論
』
の
の
ぐ
ゅ
巨
賜
蝕
恩
は
置
肩
Ｐ
己
秒
と
い
く
：
目
ぐ
ゆ

と
を
あ
ま
り
区
別
し
て
い
な
い
比
較
的
古
い
時
代
の
名
残
り
を
残
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
『
集
論
』
で
は
「
三
性
」
の
原
語
は
⑦
。
唇
昌
の
本
が
欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
（
○
ｏ
唇
巴
の
本
、
や
臼
・
大
正
六
七
五
ａ
に
相
当

す
る
サ
ン
｜
〈
ク
リ
ッ
ト
は
欠
）
、
卑
昌
冒
邑
本
の
還
元
梵
語
を
見
る
と
、
初
め
に
冒
国
冨
菅
酌
〔
ゆ
く
号
圃
く
巴
と
第
三
恩
叶
目
名
画
ご
ロ
煙
‐

ぬ
ぐ
：
圃
乱
と
あ
る
の
み
で
、
第
二
の
依
他
起
性
が
欠
け
て
い
る
が
（
陣
且
冒
ご
本
つ
ち
息
．
畠
）
、
し
か
し
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
は
い
園
の
圃

昌
鳴
冒
ご
喝
〕
号
凰
唱
：
冒
凰
。
（
影
印
北
京
版
醜
１
３
１
７
）
（
第
二
は
依
他
起
性
）
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
目
鼻
置
本
が
出
版

さ
れ
て
い
る
の
で
、
国
ロ
倒
遇
四
の
サ
ン
ス
ク
リ
ヅ
ト
に
よ
る
と
、
己
も
四
円
涛
巴
直
冨
目
の
ぐ
Ｐ
ず
ぽ
働
く
色
白
》
巴
己
胃
Ｐ
冨
口
茸
口
日
の
ご
ゆ
ず
豈
劉
四
日
．

⑰

巴
己
胃
冒
厨
冒
ロ
ロ
沙
目
の
ぐ
号
固
副
色
目
と
な
っ
て
い
て
、
こ
こ
に
は
め
ぐ
ぃ
ｇ
習
邑
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
先
程
の
「
十
種
分
別
」
の
第
七
で
あ
る
が
、
『
荘
厳
経
論
』
と
『
集
論
』
と
が
同
じ
著
者
、
無
着
（
ア
サ
ン
ガ
）
で
あ
っ
た
と
し

て
、
も
し
『
集
論
』
の
方
が
『
荘
厳
経
論
』
よ
り
先
に
成
立
し
て
い
た
場
合
、
（
私
は
偶
頌
だ
け
早
く
伝
承
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
い
る
か

ら
）
『
荘
厳
経
論
』
の
偶
頌
に
の
ぐ
Ｐ
‐
と
あ
る
の
を
叩
く
巴
肖
箇
冒
と
解
す
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
を
私
は
い
だ
く
。
な
ぜ
な
ら
、
十

種
分
別
の
中
で
『
集
論
』
で
の
く
号
目
ぐ
鯉
と
解
し
、
「
摂
大
乗
論
』
で
も
、
§
巨
国
ぐ
沙
と
解
し
て
い
る
無
着
な
ら
ば
、
『
荘
厳
経
論
』
の
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偶
頌
ゆ
く
Ｐ
‐
を
い
く
号
目
ぐ
Ｐ
と
解
す
る
の
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
す
る
と
『
荘
厳
経
論
』
の
偶
頌
の
⑳
ぐ
ゅ
‐
を
印
ぐ
ぃ
岸
閉
包
口
曾
と

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
「
集
論
』
や
『
摂
大
乗
論
」
の
成
立
す
る
以
前
の
、
古
い
理
解
の
仕
方
が
存
在
す
る
と
き
と
考
え
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
『
荘
厳
経
論
』
の
長
行
は
世
親
が
作
っ
た
と
い
う
説
も
有
力
な
の
で
、
こ
の
場
合
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
や
は
り

世
親
で
あ
っ
て
も
、
兄
の
無
着
か
ら
指
示
を
受
け
な
が
ら
作
成
し
た
の
で
あ
っ
て
、
も
し
『
集
論
』
が
す
で
に
成
立
し
て
い
た
な
ら
ば
、

十
種
分
別
の
⑳
く
い
‐
は
、
ぐ
号
圃
ぐ
ゅ
と
し
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
点
か
ら
も
『
集
論
』
は
『
荘
厳
経
論
』
よ
り
後
の
成
立
と
見
る
の
が

妥
当
で
あ
る
と
私
は
思
う
の
で
あ
る
。

③
『
阿
毘
達
磨
集
論
』
と
『
摂
大
乗
論
』
と
の
先
後

『
阿
毘
達
磨
集
論
』
（
喜
冒
号
胃
§
い
ゅ
日
巨
Ｃ
Ｏ
葛
四
）
と
『
摂
大
乗
論
』
と
は
、
同
じ
無
着
（
鯨
の
凰
盟
）
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
論
害
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
ど
ち
ら
を
先
に
作
り
、
ど
ち
ら
を
後
に
作
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
、
同
じ
著
者
、
無
着
（
ア
サ
ン
ガ
）

の
思
想
的
変
遷
を
考
え
た
場
合
、
阿
毘
達
磨
的
な
唯
識
論
害
で
あ
る
「
阿
毘
達
磨
集
論
』
を
書
い
た
後
に
、
唯
識
思
想
の
大
綱
と
も
い
え

る
『
摂
大
乗
論
』
を
完
成
さ
せ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
私
自
身
も
最
近
ま
で
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
。

し
か
し
「
十
二
有
支
と
三
雑
染
」
と
の
関
係
か
ら
『
阿
毘
達
磨
集
諭
』
だ
け
は
阿
毘
達
磨
の
伝
統
や
初
期
唯
識
の
教
義
と
は
明
ら
か
に

異
な
る
「
識
を
業
雑
染
に
摂
す
る
」
と
い
う
画
期
的
な
思
想
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
識
支
を
一
切

⑬

種
子
識
（
種
子
）
と
し
て
業
雑
染
と
考
え
、
「
識
の
支
分
が
〔
諸
〕
行
の
習
気
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
」
と
い
う
『
集
論
』
独
特
の
思

想
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
の
考
え
方
は
種
子
説
が
あ
る
程
度
発
展
し
た
段
階
で
初
め
て
説
か
れ
得
る
思
想
で
は
な
い
か
と
思
う
。
し
か
も

⑲

『
摂
大
乗
諭
』
に
は
「
識
」
を
業
雑
染
に
摂
す
る
と
い
う
よ
う
な
明
確
な
記
述
は
な
く
、
そ
の
註
釈
書
な
ど
か
ら
『
摂
大
乗
論
』
に
も
、

そ
の
よ
う
な
思
想
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
「
十
二
有
支
と
三
雑
染
」
と
の
相
摂
関
係
か
ら
の
み
考
え

れ
ば
、
『
集
論
』
の
方
が
『
摂
大
乗
論
』
よ
り
後
に
成
立
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
摂
大
乗
論
』
で
識
支
を
業
雑
染
に
摂
す
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る
と
、
は
っ
き
り
言
い
切
れ
な
か
っ
た
教
義
を
、
『
集
論
』
で
は
は
っ
き
り
そ
の
よ
う
に
明
確
に
説
き
、
分
類
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
§

さ
て
、
四
の
②
「
『
阿
毘
達
磨
集
論
』
と
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
と
の
先
後
」
で
論
じ
た
十
種
分
別
で
あ
る
が
、
「
摂
大
乗
論
』
の
所
知
相
分

⑳

の
所
説
と
『
集
論
』
の
所
説
と
を
比
較
す
る
と
、
第
一
目
○
ｍ
ｇ
目
且
冨
宮
日
賦
冒
己
目
幽
匡
目
四
目
恩
儲
喝
ｇ
ｇ
（
号
目
く
煙
昌
目
鳶
煙
‐

⑳

ぐ
時
駕
冨
）
と
第
二
目
○
印
冒
言
目
鼻
農
四
口
目
Ｐ
ご
Ｈ
画
凹
目
冨
Ｈ
喝
：
ず
い
（
ｇ
割
四
日
目
詐
騨
‐
ぐ
時
協
隠
）
の
二
項
目
だ
け
に
口
目
犀
四
が

入
っ
て
い
る
だ
け
で
、
後
は
す
録
へ
て
同
じ
で
あ
る
。
（
勿
論
、
『
摂
大
乗
論
』
で
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
、
〔
十
種
〕
散
動
で
あ
る
か
ら
く
房
巴
冨

⑫

で
は
な
く
ａ
厨
の
層
で
あ
る
。
）
と
こ
ろ
が
「
摂
大
乗
論
』
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は
、
そ
の
直
後
に
十
種
分
別
が
説
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
に

は
ご
目
岸
冨
が
入
っ
て
い
な
い
か
ら
（
『
摂
大
乗
論
』
の
漢
訳
で
は
「
十
種
分
別
義
」
と
い
う
語
句
の
み
を
説
い
て
い
た
り
、
全
く
説
か

⑬

な
い
も
の
も
あ
る
が
）
、
こ
の
十
種
分
別
（
こ
こ
で
は
く
房
巴
圃
）
が
『
集
論
』
の
十
種
分
別
と
全
く
合
致
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
『
集
論
』
も
『
摂
大
乗
論
』
も
、
こ
の
十
種
分
別
の
直
前
に
は
、
根
本
分
別
等
の
十
種
の
分
別
が
説
か
れ
て
い
る
。
『
摂
大

乘
論
』
で
は
本
文
の
上
に
「
一
に
は
根
本
分
別
、
謂
く
阿
頼
耶
識
な
り
」
（
大
正
三
一
、
一
三
九
ｃ
）
「
二
に
は
縁
相
分
別
、
謂
く
色
等
の
識

な
り
」
（
大
正
三
一
、
一
三
九
ｃ
）
と
い
う
説
明
が
あ
り
、
十
種
の
分
別
が
説
か
れ
る
必
然
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
「
集
論
』
の
本
文
の

上
で
は
十
種
の
分
別
の
項
目
だ
け
で
、
そ
の
註
釈
で
初
め
て
こ
の
項
目
の
説
明
が
あ
る
。
中
で
も
注
目
す
零
へ
き
は
『
摂
大
乗
論
』
で
「
三

に
は
顕
相
分
別
、
謂
く
眼
識
等
並
に
所
依
の
識
な
り
」
（
大
正
三
一
、
一
三
九
ｃ
）
と
あ
る
の
を
『
集
論
』
で
は
「
相
顕
現
分
別
」
と
の
み
あ

り
、
そ
の
註
釈
で
「
相
顕
現
分
別
と
は
謂
く
六
識
身
と
意
と
な
り
」
（
大
正
三
一
、
七
六
四
ｂ
）
と
説
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
摂
大
乗
論
』

⑭
⑮

の
チ
今
ヘ
ッ
ト
訳
で
は
「
所
依
と
共
な
る
眼
識
等
の
表
識
」
と
読
め
る
か
ら
、
「
集
論
』
の
註
釈
に
「
六
識
身
と
意
（
マ
ナ
ス
）
」
と
あ
る
の

は
、
明
ら
か
に
『
摂
大
乗
論
』
を
参
照
し
た
上
で
「
意
（
マ
ナ
ス
）
」
を
加
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
こ
れ
は
『
集
論
』
の
］
旨
砦
貝
目

（
最
勝
子
）
の
註
釈
で
い
え
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て
『
集
論
』
の
本
文
が
『
摂
大
乗
論
』
よ
り
後
の
成
立
と
断
定
す
る
こ⑳

と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
『
集
論
』
で
は
、
こ
れ
ら
の
十
種
分
別
を
「
虚
妄
分
別
に
略
し
て
十
種
あ
り
」
（
四
ｇ
副
苔
閨
房
”
ざ
。
８
３
ぐ
己
冒
巳

⑰

と
い
っ
て
い
る
。
号
冒
冨
冨
は
冨
言
鱒
（
虚
妄
分
別
）
と
い
う
語
は
『
聡
伽
論
』
に
は
全
く
出
な
い
語
で
あ
り
、
『
中
辺
分
別
論
』
や
『
大
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乗
荘
厳
経
諭
」
に
ゞ

跡
を
残
し
て
い
る
。

更
に
い
え
ば
『
集
論
』
の
漢
訳
で
は
「
虚
妄
分
別
に
十
種
」
と
い
い
、
「
根
本
分
別
等
の
十
種
の
分
別
」
と
「
無
性
分
別
等
の
十
種
分

⑬

別
」
と
を
並
列
し
て
項
目
だ
け
を
説
い
て
い
る
。
し
か
し
『
集
論
』
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
を
見
る
と
、
「
散
動
分
別
も
ま
た
」
と
あ
っ
て
、
十
種

分
別
が
説
か
れ
て
い
る
か
ら
、
も
と
も
と
『
摂
大
乗
論
』
と
同
じ
よ
う
に
十
種
散
動
の
意
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
『
摂
大
乗

論
』
で
は
、
「
根
本
分
別
等
の
十
種
の
分
別
」
の
二
の
項
目
の
説
明
が
あ
る
が
、
『
集
論
」
の
本
文
で
は
こ
の
項
目
の
羅
列
だ
け
で
あ

る
。
そ
う
考
え
て
く
る
と
、
こ
こ
で
は
『
集
論
』
は
先
行
す
る
諭
書
か
ら
項
目
だ
け
採
用
し
た
可
能
性
が
強
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
に
勝
呂
信
静
博
士
や
篠
田
正
成
氏
に
よ
っ
て
、
『
集
論
』
は
『
摂
大
乗
論
』
よ
り
成
立
が
早
い
と
い
わ
れ
、
こ
れ
が
一
般
に
定
説
と
も

な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
勝
呂
博
士
は
「
『
摂
大
乗
論
』
が
『
集
論
』
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
確
か
で

⑲

あ
っ
て
、
こ
の
逆
の
関
係
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
断
定
し
て
お
ら
れ
る
が
、
は
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
勝
呂
博
士
が
こ
の
こ
と
の
根

拠
と
さ
れ
た
理
由
は
、
「
声
聞
と
菩
薩
の
現
観
の
差
別
」
に
つ
い
て
『
集
論
』
で
は
十
一
種
差
別
が
説
か
れ
て
い
る
の
に
、
『
摂
大
乗
論
』

で
は
十
一
種
差
別
と
い
い
な
が
ら
、
十
種
の
名
目
の
み
を
上
げ
、
㈹
㈹
清
浄
差
別
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
「
摂
大
乗
論
』
の
諸

⑳

テ
キ
ス
ト
に
異
同
が
あ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
『
集
論
』
と
の
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
勝
呂
博
士
は
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た

弓
摂
大
乗
論
』
が
清
浄
の
差
別
に
つ
い
て
、
不
十
分
と
感
ぜ
ら
れ
る
よ
う
な
説
明
を
し
て
い
る
こ
と
は
、
『
集
論
』
の
所
説
を
予
想
し
て

⑳

説
明
を
省
略
し
た
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
よ
う
」
と
も
い
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
議
論
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
『
摂
大
乗
論
』
の
所
説

は
（
漢
訳
の
古
い
も
の
は
十
一
種
で
あ
る
か
ら
）
本
来
は
十
一
種
差
別
で
あ
っ
て
、
十
種
差
別
は
伝
承
の
内
に
そ
う
な
っ
た
と
い
う
前
提

が
あ
る
。
し
か
し
は
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
勝
呂
博
士
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
『
摂
大
乗
論
』
の
十
一
種
差
別
が
「
集
論
」
を
参

照
し
て
説
か
れ
た
も
の
な
ら
ば
、
『
摂
大
乗
論
』
の
所
説
に
こ
の
よ
う
な
差
異
は
生
じ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
へ
そ

の
場
合
に
は
『
集
論
』
を
参
照
し
て
一
名
目
を
補
っ
て
十
一
種
差
別
と
し
て
完
成
さ
せ
た
り
、
「
摂
大
乗
論
』
の
漢
訳
者
も
『
集
論
』
の
所

に
よ
く
出
る
語
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
こ
に
も
『
集
論
』
は
こ
れ
ら
の
論
の
影
響
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
痕
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ま
た
篠
田
正
成
氏
は
思
想
的
な
面
か
ら
『
集
論
』
・
『
雑
集
論
』
と
『
摂
大
乗
論
』
と
を
比
較
さ
れ
た
上
で
、
「
無
着
が
集
論
を
書
き
、
無

⑫

着
の
弟
子
獅
子
覚
が
集
論
釈
を
作
り
、
そ
の
後
に
無
着
が
摂
大
乗
論
を
書
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
わ
れ
る
。
確
か
に
唯
識
思
想
の
説

き
方
な
ど
に
お
い
て
、
『
集
論
』
よ
り
『
摂
大
乗
論
』
の
方
が
大
乗
的
で
あ
り
、
発
展
し
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ

れ
は
「
摂
大
乗
論
』
が
唯
識
思
想
の
大
綱
を
説
く
の
に
対
し
て
、
『
集
論
』
は
阿
毘
達
磨
的
に
唯
識
の
教
義
を
説
く
の
で
あ
る
か
ら
、
立

場
が
異
な
っ
て
お
り
、
従
っ
て
こ
れ
を
も
っ
て
直
ち
に
先
後
関
係
を
論
ず
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
と
思
う
。
ま
た
篠
田
氏
は
「
集
論
釈
は

⑬
②

摂
大
乗
論
を
知
ら
な
か
っ
た
と
云
え
よ
う
」
と
い
わ
れ
る
が
、
先
に
も
述
べ
た
如
く
『
集
論
釈
』
は
お
そ
ら
く
「
摂
大
乗
論
』
を
参
照
し

て
い
る
と
思
う
。

説
に
よ
っ
て
㈹
㈹
清
浄
差
別
の
名
目
を
分
け
て
（
春
属
差
別
を
加
え
て
）
完
全
な
ら
し
め
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
私
は
『
摂

、
℃

大
乗
論
』
の
所
説
は
本
来
、
十
種
差
別
で
あ
っ
た
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
は
「
声
聞
の
現
観
の
中
で
、
十
種
に
よ
っ
て
菩

⑪

薩
の
現
観
が
最
勝
で
あ
る
と
見
ら
る
べ
き
で
あ
る
」
と
あ
っ
て
、
十
種
の
項
目
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
何
故
、

十
種
差
別
と
十
一
種
差
別
と
が
生
じ
た
の
か
。
私
は
『
集
論
』
の
成
立
を
『
摂
大
乗
論
』
の
成
立
以
後
、
『
摂
大
乗
論
』
が
漢
訳
さ
れ
る

以
前
と
見
た
い
の
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
『
摂
大
乗
論
』
の
十
種
差
別
を
解
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
漢
訳
者
は
『
集
論
』
の
影
響
を
受
け
て
、

十
一
種
差
別
で
解
釈
す
る
人
も
出
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
漢
訳
で
は
十
一
種
差
別
と
あ
っ
て
も
、
十
一
項
目
を
上
げ
て
い
る

も
の
は
な
い
。
㈹
㈹
を
一
項
目
と
し
た
り
、
十
項
目
し
か
な
い
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
チ
等
ヘ
ッ
ト
訳
と
晴
の
笈
多
等
訳
は
十
種
差
別
で

十
項
目
に
な
っ
て
い
る
。
）
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
『
集
論
』
の
成
立
は
『
摂
大
乗
論
』
よ
り
後
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
と
思

ｰ

フ
○

『
阿
毘
達
磨
集
論
』
に
つ
い
て
は
、
梵
文
写
本
の
発
見
な
ど
に
よ
っ
て
研
究
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
と
い
っ
て
も
よ
く
、
他
の
論
害
と
較

堂
と
め

幸
■
、
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べ
て
ま
だ
わ
か
ら
な
い
所
が
多
い
。
し
か
し
今
迄
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
私
は
『
阿
毘
達
磨
集
論
』
の
成
立
は
『
琉
伽
論
』
『
中
辺
分
別

論
』
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
初
期
唯
識
論
害
よ
り
後
で
あ
り
、
多
分
『
摂
大
乗
論
』
よ
り
も
後
の
成
立
で
あ
る
と
思
う
。

勿
論
、
『
集
論
』
の
全
体
を
思
想
的
に
充
分
吟
味
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
私
は
た
ま
た
ま
「
十
二
有
支
と
三
雑
染
と
の
相
摂
関
係
」

を
考
察
し
て
い
る
内
に
、
『
集
論
」
で
は
「
識
は
業
雑
染
に
摂
せ
ら
れ
る
」
の
に
、
『
摂
大
乗
論
』
で
は
何
故
こ
の
よ
う
に
説
か
な
い
の
か

と
い
う
疑
問
が
生
じ
て
き
て
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
『
摂
大
乗
論
』
よ
り
『
集
論
』
が
後
に
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
た
だ
『
集
論
』
が
『
摂
大
乗
論
』
よ
り
後
の
成
立
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
無
着
は
唯
識
思
想
の
綱
格
で
あ
る
『
摂
大
乗
論
』
を

完
成
さ
せ
た
後
に
、
何
故
『
集
論
』
を
言
い
た
の
か
と
い
う
新
た
な
疑
問
が
生
じ
て
き
て
、
「
集
論
』
の
著
者
問
題
に
ま
で
発
展
す
る
か
も

し
れ
な
い
。
今
後
は
『
集
論
』
に
つ
い
て
、
二
検
討
を
加
え
な
が
ら
『
摂
大
乗
論
』
と
の
先
後
問
題
を
解
明
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

註①
こ
の
写
真
版
の
も
と
と
な
っ
た
貝
葉
が
現
在
ど
こ
に
あ
る
の
か
長
い
間
不
明
で
あ
っ
た
が
、
チ
。
ヘ
ッ
ト
寺
院
（
シ
ャ
ル
寺
）
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
陣
留
鳥
§
目
目
を
初
め
と
す
る
「
琉
伽
論
』
等
の
写
本
が
、
す
べ
て
北
京
の
中
国
民
族
図
書
館
に
あ
る
こ
と
が
、
最
近
の
大
正
大
学
の
調
査

で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
の
で
（
平
成
三
年
仏
教
大
学
に
お
け
る
印
仏
学
会
の
研
究
発
表
参
照
）
、
多
分
、
こ
の
少
ｇ
昼
冒
鍔
日
儲
騨
日
巨
（
〕
・
身
Ｐ
（
集

論
）
の
原
本
（
断
片
）
も
、
北
京
に
あ
る
可
能
性
が
強
く
な
っ
て
き
た
。

②
く
．
ぐ
．
。
○
昏
巴
の
叩
厚
措
日
①
日
、
陣
○
目
昏
①
レ
ウ
巨
目
閏
日
凹
笛
Ｂ
ｐ
ｏ
８
制
具
陦
自
侭
母
己
ミ
．

③
圃
陣
且
冒
口
》
鈩
冒
巨
富
Ｈ
ｇ
色
‐
め
騨
日
ｐ
ｏ
ｏ
Ｐ
冨
旦
勝
自
嘔
』
留
日
旨
陦
⑦
３
口
．
屋
邑
．

④
ｚ
・
目
鼻
旨
“
衿
ｇ
巨
富
Ｈ
Ｂ
Ｐ
３
昌
一
』
○
○
畠
四
‐
ず
扇
遇
ロ
日
勺
四
目
⑳
】
岳
認
．

⑤
例
え
ば
私
が
和
訳
し
た
決
択
分
法
品
第
二
の
「
所
縁
の
差
別
」
や
「
四
種
の
道
理
」
や
「
四
種
の
尋
求
」
や
「
四
種
の
如
実
智
」
、
そ
れ
に
「
五

種
の
琉
伽
地
」
の
大
部
分
は
、
、
コ
ー
カ
レ
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
断
片
が
欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
『
集
論
』
の
註
釈
書

ｓ
ｇ
巨
富
境
目
院
ｐ
日
巨
ｏ
８
制
１
国
国
望
ゅ
）
で
あ
る
タ
テ
ィ
ャ
本
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
が
存
す
る
の
で
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
確
定
で
き
る
し
、
か
な
り

理
解
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
（
拙
稿
「
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
ｅ
ｇ
ａ
冒
尉
旨
陽
画
昌
冒
。
ｏ
畠
Ｐ
）
並
び
に
尹
昌
目
〕
胃
曽
曾
の
色
白
屋
ｏ
８
制
‐
ｇ
瀞
冒

の
和
訳
（
２
）
」
大
谷
学
報
第
六
十
六
巻
第
一
号
、
昭
団
年
参
照
。
）

⑪ Q
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⑨
勝
呂
信
静
博
士
「
初
期
唯
識
思
想
の
研
究
」
四
九
七
頁
参
照
。

⑩
同
害
五
四
二
頁
参
照
。

⑪
同
書
五
四
七
頁
参
照
。

⑫
水
野
弘
元
博
士
「
業
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」
（
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
第
二
○
号
特
集
号
「
業
思
想
の
研
究
」
）
一
頁
参
照
。

⑬
大
正
蔵
経
に
は
「
行
有
二
是
茉
一
」
と
あ
る
が
、
「
行
と
有
と
が
業
〔
雑
染
〕
」
の
意
に
解
し
た
。

⑭
三
本
宮
本
に
は
「
支
」
と
あ
る
。

⑮
大
正
蔵
経
に
は
「
受
」
と
あ
る
が
、
「
受
」
は
「
取
」
の
旧
訳
で
、
脚
註
で
三
本
宮
本
に
は
「
取
」
と
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

⑯
大
正
蔵
経
に
は
「
是
煩
悩
行
。
及
有
二
支
」
と
あ
る
が
、
「
是
煩
悩
。
行
及
有
二
支
」
と
解
し
た
。

⑰
弓
．
陣
且
冨
口
》
シ
ｇ
昼
冨
境
目
島
尻
：
目
葛
Ｐ
具
ぐ
儲
巨
富
昌
冒
弓
胃
ご
餌
）
ら
雪
》
や
］
段
怠
ふ
．
参
照
。

⑬
目
．
ｚ
騨
鳴
。
》
旨
且
耳
目
繭
ご
号
鼠
鳴
き
圃
当
い
や
曽
蔦
．
ｇ
、
参
照
。

拙
稿
「
中
辺
分
別
論
に
お
け
る
煩
悩
と
業
」
（
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
第
二
○
号
、
特
集
号
「
業
思
想
の
研
究
」
所
取
）
一
九
三
頁
参
照
。

⑲
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
と
漢
訳
に
は
入
っ
て
い
る
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
は
欠
け
て
い
る
。

⑳
厚
息
冨
口
本
に
は
あ
る
が
、
①
烏
冒
］
の
本
に
は
欠
け
て
い
る
。
し
か
し
チ
尋
ヘ
ッ
ト
訳
に
も
漢
訳
に
も
こ
の
文
は
入
っ
て
い
る
の
で
、
多
分
①
呂
冒
］
①

本
の
脱
落
（
校
正
ミ
ス
）
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
岡
田
氏
に
写
本
を
確
か
め
て
頂
い
た
ら
、
や
は
り
、
写
本
に
は
こ
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

が
入
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

⑳
。
○
唇
巴
①
本
、
や
淫
菖
．
侭
．
参
照
。

厚
且
冨
巨
本
、
や
曽
菖
．
Ｅ
，
参
照
。

⑥
篠
田
正
成
氏
「
阿
毘
達
磨
集
論
に
お
け
る
菩
薩
思
想
に
つ
い
て
ｌ
摂
大
乗
論
と
比
較
し
て
ｌ
」
（
日
本
仏
教
学
会
年
報
第
五
十
一
号
、
昭
和
帥
年
弘

⑦
篠
田
正
成
氏
「
阿
毘
達
磨
集
論
に
お
け
る
修
行
道
ｌ
初
期
唯
識
派
論
書
に
お
け
る
修
行
道
の
発
展
ｌ
」
（
筑
紫
女
学
園
短
期
大
学
紀
要
第
二
十
二

号
、
一
九
八
七
年
）
一
頁
’
二
頁
参
照
。

③
篠
田
正
成
氏
「
雑
集
論
・
中
辺
分
別
論
，
荘
厳
経
論
に
お
け
る
三
十
七
菩
提
分
法
に
つ
い
て
」
（
筑
紫
女
学
園
短
期
大
学
紀
要
第
二
十
三
号
、
一

篠
田
正
成
氏
「
雑
集
論

九
八
八
年
）
一
五
頁
参
照
。

度
）
一
七
四
頁
参
照
。



な
お
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
は
註
⑳
の
戸
煩
悩
」
雑
染
」
に
准
当
す
る
一
候
惟
」
の
語
か
入
一
》
て
た
り
、
旨
。
ロ
ョ
ｇ
扇
も
眉
昌
自
国
邑
臘
ｐ
ｃ
ｐ
目
ｃ
コ
叩
石

（
丙
帝
弥
Ｐ
１
印
色
目
］
炭
崗
酔
い
）
シ
茗
の
る
。

⑳
目
鼻
冒
叩
シ
ｇ
匙
冒
Ｈ
Ｂ
儲
印
日
匡
。
。
昌
四
‐
ｇ
勝
租
ｇ
ご
溺
急
．
弓
．
参
照
。

、
影
印
北
京
版
加
巻
収
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
参
照
。

、
武
内
紹
晃
氏
「
琉
伽
行
唯
識
学
派
に
お
け
る
業
の
諸
問
題
」
（
雲
井
博
士
「
業
思
想
研
究
」
昭
弘
年
）
三
七
二
頁
参
照
。

⑬
○
○
冨
巴
①
“
卑
凋
日
①
口
匿
時
○
国
夢
の
シ
ご
冒
曽
間
目
儲
伊
貝
旨
８
畠
色
具
陦
昌
唱
》
己
ミ
〕
や
誤
息
＆
．
参
照
。

松
田
和
信
氏
「
シ
ｇ
巨
富
Ｈ
ｇ
四
＄
目
毎
ｏ
８
葛
に
お
け
る
十
二
支
縁
起
の
解
釈
」
（
真
宗
総
合
研
究
所
紀
要
創
刊
号
、
一
九
八
三
年
）
己
＄
・
参
照
。

⑭
目
鼻
苗
》
澤
冒
昼
冒
儲
日
四
ｍ
“
昌
旨
ｏ
８
葛
ｉ
ｇ
尉
冨
曽
弔
臼
息
．
国
．
参
照
。

⑮
○
○
厘
巴
の
“
印
侭
目
①
口
厨
坤
○
日
昏
①
戸
冒
昼
冒
門
冒
隠
ゆ
日
ロ
。
。
畠
四
具
陦
目
唱
．
岳
令
．
や
目
怠
＆
．
参
照
。

勺
Ｈ
邑
冨
ロ
”
シ
凰
昼
冒
圃
日
四
‐
の
騨
日
屋
８
昌
曾
．
弓
ｇ
』
回
路
鳶
．
届
．
参
照
。
大
正
三
一
、
六
七
一
ｂ
参
照
。

⑳
拙
稿
「
十
能
作
と
二
十
能
作
ｌ
初
期
唯
識
論
書
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
印
度
学
仏
教
学
研
究
第
詔
巻
第
１
号
）
三
二
八
頁
’
三
三
○
頁
参
照
。

＠
日
§
Ｐ
《
し
ｇ
己
冨
Ｈ
Ｂ
四
ｍ
四
日
ロ
。
。
昌
色
‐
ｇ
閉
冒
日
や
旨
怠
．
房
．
参
照
。

⑳
大
正
三
一
、
七
三
六
ｂ
参
照
。

⑲
拙
稿
「
十
能
作
と
二
十
能
作
ｌ
初
期
唯
識
論
書
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
三
三
一
頁
参
照
。

⑳
拙
稿
「
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
（
シ
ｇ
ご
富
国
冒
曾
印
騨
目
屋
。
。
昌
四
）
の
諸
問
題
ｌ
和
訳
と
研
究
ｌ
」
（
大
谷
学
報
第
七
十
巻
第
一
号
一
九
九
○
年
）
十

⑳ ⑳ ⑳ ⑳ ⑳ ② ⑳ ⑳

本
稿
一
八
頁
参
照
。

本
稿
一
九
頁
並
び
に
註
⑳
参
照
。

註
⑲
参
照
。
影
印
北
京
版
獅
１
２
１
４
参
照
。

註
⑳
参
照
。
影
印
北
京
版
加
１
２
１
５
参
照
。

註
④
参
照
。
影
印
北
京
版
加
１
２
１
４
１
５
参
照
。

影
印
北
京
版
加
１
２
１
４
参
照
。

な
お
チ
。
ヘ
ッ
ト
訳
に
は
註
⑳
の
「
〔
煩
悩
〕
雑
染
」

拙
稿
「
十
能
作
と
二
十
能
作
ｌ
初
期
唯
識
論
書
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
三
三
一
頁
参
照
。

拙
稿
「
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
（
シ
ｇ
ご
富
国
冒
曾
印
騨
目
屋
。
。
昌
四
）
の
諸
問
題
ｌ
和
訳
と
研
究
ｌ
」
（
大
谷
学
報
第
七
十
巻
第
一
号
一
九
九
○
年
）
十
一

本
稿
一
七
頁
参
照
、

廷
⑬
参
照
。

に
相
当
す
る
「
煩
悩
」
の
語
が
入
っ
て
お
り
、
冒
己
目
○
二
ｍ
ｇ
宮
宮
口
己
撹
口
呂
目
○
国
叩
冒

句F
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⑲
拙
稿
「
「
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
』
の
一
考
察
」
（
印
度
学
仏
教
学
研
究
第
四
十
巻
第
一
号
所
収
）
三
三
頁
参
照
。

⑳
影
印
北
京
版
、
巻
剛
１
１
１
６
（
山
口
本
、
一
・
聖
参
照
。

、
影
印
北
京
版
、
巻
酬
１
１
１
７
（
山
口
本
⑫
一
・
巴
参
照
。

、
影
印
北
京
版
加
巻
酬
１
２
１
１
（
山
口
本
⑨
、
．
］
ｌ
⑭
｛
．
届
）
参
照
。

長
尾
博
士
「
摂
大
乗
論
和
訳
と
注
解
上
」
三
四
九
頁
’
三
五
一
頁
参
照
。

③
『
集
論
』
影
印
北
京
版
、
巻
加
１
３
１
１
参
照
。

②
影
印
北
京
版
、
巻
醗
１
５
１
８
（
山
口
本
③
』
．
と
参
照
。

③
目
昌
四
本
、
や
昌
望
急
．
届
ふ
且
ぐ
言
曽
農
ご
農
目
四
回
院
。
ｐ
参
照
。

⑳
月
旦
旨
本
、
や
』
雪
息
．
酌
参
照
。

⑮
こ
こ
の
留
日
ロ
８
四
着
の
本
文
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
は
欠
け
て
い
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
旨
ず
○
国
Ｑ
号
（
影
印
北
京
版
加
１
３
１
２
）
か
ら
も

の
ぐ
：
目
ぐ
ゅ
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

⑯
拙
稿
「
大
乗
荘
厳
経
論
の
研
究
ｌ
菩
提
品
第
一
偶
’
第
三
十
七
偶
を
中
心
と
し
て
Ｉ
」
（
大
谷
大
学
研
究
年
報
第
三
十
二
集
）
八
六
頁
参
照
。

＠
日
鼻
冒
本
、
や
圏
息
．
］
・
参
照
。

⑬
註
⑳
参
照
。

⑲
拙
稿
「
「
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
』
の
一
考
察
」
（
印
度
学
仏
教
学
研
究
第
四
十
巻
第
一
号
所
収
）
三
三
頁
参
照
。

⑳
影
印
北
京
版
、
巻
剛
１
１
１
６
（
山
口
本
、
一
・
聖
参
照
。

、
影
印
北
京
版
、
巻
酬
１
１
１
７
（
山
口
本
⑫
一
・
巴
参
照
。

、
影
印
北
京
版
加
巻
酬
１
２
１
１
（
山
口
本
⑨
、
．
］
ｌ
⑭
｛
．
届
）
参
照
。

頁
参
照
。

、
拙
稿

頁
参
照
。

、
本
稿
一

⑬
目
色
言

⑭
号
園
“

H召
tツ

本
稿
三
○
頁
参
照
。

門
呉
置
》
シ
ゥ
冒
目
胃
日
儲
自
ロ
ロ
。
８
息
古
園
遇
煙
日
田
ｐ
ｇ
四
』
忌
認
．
や
届
鈩
一
．
畠
．
参
照
。

号
園
ぐ
号
冒
ぐ
目
ご
砦
凹
ぐ
且
Ｐ
Ｅ
ｌ
三
１
１
星
匡
ｌ
Ｓ
な
ら
口
冨
試
武
の
形
式
と
一
致
す
る
が
、
鼻
）
菌
く
号
圃
ぐ
儲
自
鼠
君
ぐ
目
騨
Ｅ
’

三
ｌ
こ
こ
ｌ
Ｅ
ｌ
Ｓ
で
は
シ
ラ
ブ
ル
が
合
わ
な
い
。
ま
た
、
目
目
ぬ
ぐ
煙
（
Ｉ
Ｉ
Ｓ
も
買
昏
騨
冨
ぐ
ぃ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
で
は
ご
肩
試
武
の
形
式
と
合

わ
な
く
な
る
。
（
拙
稿
「
大
乗
荘
厳
経
論
（
求
法
品
）
の
原
典
の
考
察
ｌ
大
谷
探
検
本
Ａ
Ｂ
を
用
い
て
ｌ
」
印
仏
研
究
第
二
十
七
巻
第
一
号
五
三
頁
参

「
大
乗
荘
厳
経
論
の
研
究
ｌ
菩
提
品
第
一
偶
’
第
三
十
七
偶
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
大
谷
大
学
研
究
年
報
第
三
十
二
集
一
九
七
九
年
）
八
八
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⑨⑬、③⑭⑨⑬ ⑰
『
聡
伽
論
」
で
は
：
言
国
彊
三
ｓ
巷
騨
は
用
い
ず
、
ぐ
菌
言
い
》
く
涛
巴
ｇ
な
ど
を
用
い
る
。
（
横
山
紘
一
氏
「
五
思
想
よ
り
み
た
弥
勒
の
著
作
」

ｌ
特
に
『
聡
伽
論
」
の
著
者
に
つ
い
て
Ｉ
宗
教
研
究
畑
第
“
巻
第
１
鮒
）
三
三
頁
参
照
。

⑬
影
印
北
京
版
、
巻
加
１
３
１
１
参
照
。

⑨
註
、
参
照
。
（
勝
呂
博
士
「
初
期
唯
識
思
想
の
研
究
」
五
四
七
頁
）

⑭
勝
呂
博
士
「
初
期
唯
識
思
想
の
研
究
」
五
四
六
頁
参
照
。

③
影
印
北
京
版
皿
巻
郷
１
１
１
６
（
山
口
本
⑤
一
息
’
一
．
心
参
照
。

篠
田
正
成
氏
「
阿
毘
達
磨
雑
集
論
に
お
け
る
菩
薩
思
想
に
つ
い
て
」
（
日
本
仏
教
学
会
年
報
第
五
十
一
号
）
一
七
四
頁
参
照
。

本
稿
三
○
頁
並
び
に
註
⑮
参
照
。

（
平
成
三
年
十
月
四
日
脱
稿
）

（
平
成
二
年
度
、
文
部
省
科
学
研
究
費
一
般
研
究
Ｂ
の
成
果
の
一
部
）

註
⑥
参
照
。

n 局
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